














要約 

毛根を試料とする遺伝性疾患ならびにその保因者の新しい系統的診断法を確立するため

,(1)生化学的診断法,(2)組織化学的診断法ならびに(3)染色体分析法に分類し,それぞれに

ついて検討した｡血液成分や尿などに比較して寿命の長い毛髪は成人の頭と顔に40～50 万

本,他の体毛とを合わせると 140 万本あることから,X 染色体性異常酵素に基づくモザイク

的発現の検出による保因者診断ならびにモザイク型染色体異常症の診断に適している｡ 


